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要 旨   

 

背景：不健康な飲酒に精神障害の合併が多い一方で、精神障害とアルコール消費レベルの相関

については殆ど知られていない。多様な精神障害者に合併した不健康な飲酒のレベルを理解す

ることは、個々に合わせた介入の有益な洞察となるであろう。 

 

方法：2014 年から 2017 年にかけてカイザー・パーマネンテ北カルフォルニアで 2,720,231 名

のプライマリーケアの患者に対し不健康な飲酒のスクリーニングテストによる横断調査を行っ

た。調査には電子カルテのデータを用いた。米国立アルコール乱用・依存症研究所のガイドラ

インに基づいてアルコール消費レベルは、 “飲酒なし”、“低リスク飲酒”、“不健康な飲酒”に

分けられた。更に“不健康な飲酒”は、“一日の上限のみ超過”、“週の上限のみ超過”、“一日と

週の両方を超過”のグループに分けられた。社会人口学的特性と健康に関連した特性を補正し

たうえで、過去 1 年の 8 つの精神疾患（うつ病、双極性気分障害、不安障害、強迫性障害、統

合失調症、統合失調感情障害、神経性無食欲症、神経性大食症）の既往とアルコール消費量レ

ベルの相関について、多変量多項ロジスティクス回帰モデルを当てはめて解析を行った。 

 

結果：調査対象全体（女性 53%、白人 48%、平均年齢 48歳（標準偏差 18））では、精神疾患を有

する群（摂食障害を除く）では、有しない群に比較して、低リスクまたは不健康な飲酒が、全く

飲まない群に対するオッズ比が低くなっていた。飲酒群（n=861,427）では、うつ病や不安障害

を有する群は、有さない群と比較して、週の上限を超過、一日と週の上限を超過のオッズ比が

高く、神経性大食症の患者でも、一日と週の上限を超過のオッズ比が高くなっていた。 

 

結論：これらの結果から、推奨量を超えて飲酒する不安障害やうつ病、神経性大食症を有する

患者では、更に問題が重篤化するリスクが増大することを示唆している。保健制度や臨床家は、

これらの脆弱性のある集団が飲酒量を制限できるような支援を行うために、よりスクリーニン

グテスト、評価、介入を強化したほうが良いと思われる。 

 

 


